
 

（第２号様式）   
令和８年３月18日   

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立秦野総合高等学校長（全日制）  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月４日実施） 

総合評価（３月18日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

〇単位制総合学科の

利点を生かしたカリ

キュラム・マネジメ

ントの推進に向けて

学校全体で取り組

む。 

〇生徒の主体的な学

びと確かな学力の定

着に向けた、「系

列」に応じた系統性

のある学習の推進。 

①新教育課程を実施す
るうえで生じる問題点
を、継続的に把握し、
適切に対処する。 
②新教育課程におい
て、生徒が進路希望に
応じて適切な科目選択
をおこなうことで、主
体的に学習に取り組む
ことを目指す。 

①各年次、各教科との
連携を密にし、問題点
を早期に発見し適切に
対処する。 
②履修ガイドブック、
科目選択のガイダンス
資料を適切に活用する
とともに、キャリア支
援グループと連携し
て、進路実現のための
履修例や、３年間の科
目選択、履修順序の例
など更なる充実を目指
す。 

①各年次、各教科と連
携を図り、問題点の発
見、対処がおこなえた
か。 
②履修ガイドブック、
科目選択のガイダンス
資料を適切に活用でき
たか。進路実現のため
の履修例や、３年間の
科目選択、履修順序の
例などを充実させた
か。 
 

 

 

①科目選択において、
生徒の希望と選択科目
の配置、履修順序に多
少の齟齬が生じた。年
次、教科との連携を密
にし、問題点を早期に
発見し適切に対処する
ことができた。 
②履修ガイドブック、
科目選択のガイダンス
資料を適切に活用でき
た。 
 

①今後も各年次、各
教科との連携を密に
し、問題点の早期発
見につとめたい。 
 ②履修ガイドブッ
ク、科目選択のガイ
ダンス資料における
履修例や、科目選
択、履修順序の例な
どを改定し、適切な
科目選択がおこなえ
るようにつとめた
い。 
 
 

今後も特色あるカリキ
ュラムの編成をお願い
したい。そのための人
的な確保をして欲し
い。 
ＩＣＴの利活用につい
ては小中学校で使って
いるものを高校でも使
えるようにするとよ
い。 
生徒による授業評価も
行われており、評価結
果も申し分ない。評価
結果を授業改善につな
げるためには各授業担
当者が自由記述の内容
などを分析する必要が
ある。 

履修ガイドブッ
ク、科目選択のガ
イダンス資料を活
用し、次年度の科
目選択を適切に実
施することができ
た。 
再編統合に向けた
教育課程について
検討を始めた。 

選択科目の置き方
を再考し、生徒が
よりよい科目選択
をできるよう計画
を進める。 
再編統合に向け、
教育課程の検討を
進める。 
生徒による授業評
価の結果を受け、
組織的な授業改善
を一層進める。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

〇部活動のより一層の

活性化を図り、魅力特

色ある学校づくりを推

進する。 

〇SC、SSW、教育相談コ

ーディネーター、外部

機関との密接な連携を

図り、支援を必要とす

る生徒一人ひとりへの

支援体制の充実と強化

を図る。 

①部活動加入率60％を
目標にして部活の活性
化を図る。特に文化部
の加入率向上に努め
る。 
②月に 1 回、定期的に
コーディネーター会議
を開き、戦略会議やケ
ース会議を通して多様
化する生徒一人ひとり
のニーズに応えられる
ような合理的配慮を目
指した支援をおこな
う。 

 

①部活動の活動紹介や
大会日程、試合結果な
どの情報をＳＮＳで積
極的に公開して、生徒
の関心を促し、入部率
の向上を図る。 
②各年次の教育相談担
当者が支援の必要な生
徒情報を共有し、早期
発見・早期対応に努め
る。また、教育相談に
ついて研修する場を設
け、職員のスキルアッ
プを図る。 

①部活動加入率が 60％
以上になったか、文化
部の入部率が特に伸び
たか。 
②定期的にコーディネ
ーター会議を開き、戦
略会議やケース会議を
通して課題のある生徒
に支援ができたか。ま
た、教育相談について
研修会を開くことがで
きたか。 

①部活動加入率は56％
と昨年から 2 ポイント
減少してしまった。ま
た文化部の加入率は 5
ポイント減少したが、
運動部の加入率は 5 ポ
イント増加し、一昨年
と同水準になった。 
②月に一度コーディネ
ーター会議を開催し、
生徒の情報共有や生徒
支援に努めた。また外
部機関と連携を図るこ
とができた。 

①運動部 SNS の活用
や中学生に対しての
体験部活等で引き続
き積極的なアピール
を行う。年度途中入
部を推奨し、年間を
通じて部員を募集し
ていく。 
②支援が必要な生徒
課題解決に向けて、
外部機関との連携を
一層深めていく。 

生徒指導については、
心身の健全な発達を目
指し、きめ細やかに対
応がなされている。特
色ともいえる運動部活
動の活躍も目覚ましい
ものがある。文化部や
部活動以外の活動のさ
らに充実し、すべての
生徒の学校生活の充実
を望みたい。保健・安
全面についても適切に
管理されている 
保護者や生徒が学校へ
要望を伝えやすい環境
整備が求められる。 

部活動については、
複数の部活動が関東
大会出場や県ベスト
４進出などの実績を
残すことができた。 
ＳＳＷよる生徒対象
の講演会やかながわ
こどもサポートドッ
クを実施し、生徒の
困りを早期発見し支
援につなげることが
できた。 

部活動の勧誘方法
を再考し、多くの
生徒が加入できる
方策を検討する。
学校行事では生徒
の主体的な活動を
促進する。 
講演会の実施、す
ぐーるの積極的な
活用をすることで
生徒の安心安全な
教育活動を支援す
る。 

３ 進路指導・支援 

〇多様な進路希望の

実現に向け、進路希

望分野別で継続的な

支援を計画的に実施

する。 

〇外部機関と連携を

行い、進路希望分野

別のガイダンスや希

望分野別の講習会を

企画し、全ての生徒

にとって適切な情報

提供を実現する。 

①全年次の学習計画に
沿って、１年次の「産
業社会と人間」２・３
年次の「総合的な探究
の時間」を個々の生徒
の進路規模実現に資す
るよう効果的に行う。 
②進路別ガイダンス、
進路別学習会を効果的
に実施し、家庭に向け
た情報提供を含めて適
切でタイムリーな支援
を行う。 

①１年次は、自己理解
と職業理解を計画的に
支援。２年次は、進
学・就職に向けた準備
計画の確定と社会を取
り巻く事象に対する探
究学習を支援。３年次
は進路希望実現に向け
た取り組みを個別に支
援する。必要があれば
年間計画を適宜見直す
のなど柔軟に対応す
る。 
②ガイダンスや学習会
で、クロームブック等
を活用し効果的な情報
提供と情報発信に積極
的に取り組む。 

①各取り組みでの振り
返りシートを工夫し、
生徒の記述が充実した
内容になっているか。
実施後のアンケート結
果において理解が深ま
ったと回答している
か。 
②生徒一人ひとりの活
動が年次職員で共有で
きる資料提供ができた
か。生徒一人ひとりの
取組状況を保護者へ適
切に情報提供できた
か。 

①各年次とも概ね計画
どおりに支援すること
ができた。職業理解教
育では外部機関と連携
し生徒の満足度が高い
取組を実施することが
できた。探究学習は指
定校研究の本年度の目
標である「教員の研
修」を踏まえ、探究の
基本的事項を生徒に還
元した。 
②ICT機器を積極的に利
活用し、ガイダンスや
学習会のみならず、生
徒へ有益な進路情報等
を提供することができ
た。 

①生徒にとって、個
別最適な支援となる
よう、他校の優れた
取組を参考に、計画
を充実させていく必
要がある。探究学習
も、指定校研究事業
の成果を教員間で共
有し組織的・継続的
に改善していく必要
がある。 
②ICT 機器の環境が充
実してきており、更
なる進路情報の効果
的な提供に取り組ん
でいく。 

秦野市内に就職する生
徒が多くはない。秦野
市の産業振興課との連
携は大変有意義な取り
組みであったと思う。
秦野市のみではなく、
近隣の伊勢原、松田、
小田原、平塚市などの
企業へも広げつつ、固
有の取組のある企業が
説明できる機会がある
と良い。 
進路選択は生徒が能動
的に決められるとよ
い。 
進路先を外部に示す時
は分野別にする等、見
せ方の工夫が必要であ
る。 

秦野市の産業振興課
との連携は生徒から
も好評であった。 
総合的な探究の時間
の充実に向け、職員
対象の研修会、専門
高校や県外の総合学
科高校の視察を実施
した。 
Ｗｅｂによる求人票
公開について検討を
進めた。 

生徒のキャリア教
育の充実に向け市
内の企業との連携
を充実させる。 
総合的な探究の時
間に係る研修を生
徒に還元してい
く。 
進路情報の効果的
な提供にむけ、Ｗ
ｅｂによる求人票
公開を実施する。 
生徒が能動的に進
路選択できるよう
丁寧な指導を行
う。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月４日実施） 

総合評価（３月18日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

〇「南が丘地区豊か

な心を育む協議会」

等との連携を通して

幼稚園、小中学校・

地域自治会等との相

互交流をさらに充実

する。 

〇ボランティア活動

のより一層の充実と

ボランティア精神の

涵養を図る。 

①地域の幼稚園・小・
中学校や自治会と連携
を深め、教育活動の充
実を図る。 
②ボランティア活動、
あいさつ運動を中心と
した地域との連携を深
め、生徒が積極的にボ
ランティア活動に参加
できるようにする。 

 

①南が丘地区にある幼
稚園・小・中学校との
連携をさらに推進し、
地域の自治会等の行事
に積極的に参加するな
ど、教育活動の充実に
向けた連携を深める 
②積極的にボランティ
ア活動について情報発
信を行い、生徒のボラ
ンティア活動への参加
を促す。 

①幼稚園・小・中学校
との連携や地域の行事
などに参加することが
できたか。 
②ボランティア活動に
参加した生徒が増加し
たか。 

①地域ぐるみあいさつ
運動や地域行事に積極
的に参加するととも
に、公開講座を実施し
た。小学校や近隣保育
園の子どもたちとスポ
ーツ交流を実施した。 
②昨年度とほぼ同等の
ボランティア参加状況
であった。 

①引き続き地域連携
を深めていくと同時
に、積極的に広報
し、多くの子どもた
ちと交流していく。 
②情報発信を積極的
に行い、新規のボラ
ンティア等も見つけ
ていく。 

家庭・地域等の連携
（行事・ボランティア
参加等）が特色として
しっかり活動がなされ
ている。保護者からの
意見収集・連携につい
てはさらなる活性化が
望まれる。 
あいさつ運動では部活
動の生徒たちがさわや
かに挨拶をしてくれ
る。これを続けること
で日常的に挨拶をする
ことにつながっていく
のではないか。 
小学校だけでなく、中
学校との連携も充実さ
せたい。特に、『総合
的な探究の時間』の発
表については見学させ
て欲しい。 

保育基礎やスポーツ
概論では幼稚園、保
育園、小学校と連携
した授業を計画する
ことができた。 
あいさつ運動では間
口を広げて呼びかけ
を行ったが参加生徒
は少なかった。 
ボランティアについ
ては部活動を中心に
交流を行った。 

様々な教育活動で
地域連携をすすめ
ていく。 
３年次では４月当
初に地域の企業訪
問を計画する。 
『総合的な探究の
時間』の生徒発表
では近隣の学校に
も公開できる体制
を作る。 
 

５ 
学校管理 
学校運営 

○様々な教育環境の

変化に柔軟に対応

し、積極的に課題に

取り組める持続可能

な組織づくりを行

う。 

○全職員が不祥事防

止に対する意識を高

く持ち行動する。 

①地域の中学生･保護
者に向けて、本校の魅
力を十分に伝えるため
の発信を積極的に行
う。 
②全生徒・職員が安
心・安全に教育活動の
課題に取り組める組織
づくりを推進する。 

①秦野総合高校の魅力
を伝えるため HP の更新
や秦野・伊勢原地区の
中学校を中心に積極的
に学校訪問等を行う。 
②生徒が安心して快適
に過ごせる環境をつく
るとともに、有事の際
に迅速な行動ができる
ように備える。 
③不祥事ゼロを目指し
働きやすい職場環境を
つくる。 

①定期的に学校の HP を
更新できたか。また、
秦野・伊勢原地区の中
学校に十分に学校案内
をすることができた
か。 
②防災計画を図り、実
行ができたか。 
③オフィス改善に向け
て計画を立てるととも
に、定期的な不祥事防
止研修会を実施するこ
とができたか。 

①学校の魅力や生活の
様子などを正確に伝え
るため、HPの更新を定
期的に行った。秦野・
伊勢原地区を中心に平
塚・小田原地区まで本
校の魅力を知ってもら
うための学校訪問を積
極的に行った。 
②５月に避難訓練、９
月にシェイクアウト訓
練、３月にＤＩＧ訓練
を行った。 
③働きやすい職場環境
を目指しオフィス改善
の計画を立てた。毎月
不祥事防止研修会を実
施した。 

①定期的にHP内を整
理し、地域の中学
生・保護者に正しく
情報が伝わるよう引
き続き努める。秦野
曽屋高校との再編・
統合も視野に入れた
学校案内を地域全般
に広く案内できるよ
うに努める。 
②次年度は消火訓練
を実施する。また、
避難経路を確保した
学校整備を行いた
い。 
③オフィス改善の具
体的な実施計画を立
てていく。 

授業料の無償化により
生徒募集が課題となっ
ている。秦野総合高校
の独自性、よい点を明
確に伝えるためには、
他の高校との違いを明
確にし、特色・魅力
を、ホームページ等を
通じて発信することを
継続的に行うことが必
要である。多くの中学
生が当校を受検してく
れることを期待した
い。 

中学校で実施される
学校説明会や中学校
訪問、ＨＰの充実な
ど様々な方法で学校
の教育内容をＰＲす
ることができた。 
年間３回の防災訓練
を実施することがで
きた。 
働きやすい職場環境
を目指し、オフィス
改善の計画を立てる
ことができた。 

再編統合に向け、
学校案内の掲載内
容を変更する。ま
た、様々な学校説
明会で発信する内
容や実施形態の検
討を進める。 
消火訓練を含めた
火災発生時の避難
訓練を実施する。 
オフィス改善を実
施し、働きやすい
職場を作り、不祥
事防止に努める。 

 

 


